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八戸市中学校体育大会秋季大会終了

経験を今後に生かす大会に
9 月 15 日から 3 日間にわたって、2 年生が中心となる市中体秋季大会が行われました。

本校選手は各競技会場で熱戦を展開し、接戦となる試合が多く、日頃の練習の成果を十分

に発揮した大会となりました。剣道、ソフトテニス、陸上競技で合わせて 11 人が県大会
への出場を果たしました。各部とも、成果や課題をしっかりとつかみ取り、今後に生かす

大会となったようです。

応援いただいた保護者の皆様や地域の皆様に心から感謝いたします。

八戸市中学校体育大会秋季大会の記録 ☆県大会出場

◆野 球 ２回戦 第二中 ３－４ 江陽・島守中合同
◆サッカー ２回戦 第二中 １－２ 東中
◆バスケットボール男子 １回戦 第二中 84－24 長者中

２回戦 第二中 43－63 白山台中
◆バスケットボール女子 ２回戦 第二中 39－59 是川中
◆卓 球 １次予選リーグ ２勝（１位通過）

団体４位 第二中 ３－０ 白銀中
第二中 ３－０ 白銀南中

２次予選 第二中 ３－０ 市川中
決勝リーグ第二中 ０－３ 東中

第二中 ２－３ 小中野中
第二中 １－３ 三条中

◆ソフトテニス ２回戦 第二中 ２－０ 北稜中
３回戦 第二中 １－２ 第一中
個人戦 ベスト１６ ☆

◆剣道 男子団体 ２回戦 第二中 ０－５ 白山台中
女子個人 第３位 ☆

◆陸上競技 ２年男子８００ｍ 第２位 ☆
男子総合第８位 男子共通四種 第１位 （大会新）☆

男子共通四種 第３位
１年男子走高跳 第２位 ☆
２年男子１５００ｍ第７位 ☆
共通男子３０００ｍ第１位 ☆
２年男子１００ｍ 第７位
２年男子１００ｍＨ第７位
２年女子８００ｍ 第１位 ☆
１年女子１００ｍＨ第２位 ☆
女子共通四種 第２位 ☆
１年女子走幅跳 第５位
２年女子走高跳 第５位



秋季大会報告会 各部長のことば その１

野球部 僕たち野球部は、全体の目標として「打倒下長」を掲げて練習してきました。そして、

一人一人が目標をもち試合に臨みました。1回戦目の相手は島守・江陽合同チームでした。いま

まで自分たちがやってきたことを十分に出すことができました。しかし、3対4と惜しい結果になりまし

た。一つのミスで気持ちが暗くなり相手に流れがいってしまうことや、得点圏で決められないなど、

肝心なところで力を発揮できず、これからの練習で改善しなくてはいけないところが多くありました。

ですが、最後まであきらめずチームで団結し、声をしっかり出したことは良い点だったと思っていま

す。この悔しさを忘れずに、改善点をチームみんなで話し合って練習に生かし、その成果を大会で

出せるよう、これからも部活に励んでいこうと思います。応援団、パソコン部、美術部、吹奏楽部

のみなさん、共にあきらめず全力で応援していただき、本当にありがとうございました。来年は皆さん

の声援を胸に3日目に残るよう努力していきます。

サッカー部 僕たちサッカー部は、初戦東中学校と対戦しました。前半はしっかりと体を張っ

てプレーすることができ、0対０でハーフタイムを迎えました。後半、PKで先制点を取ることができ、

リードして試合を進めました。しかし、試合の終盤で1点をとられ同点にされてから集中力が途切

れ、体を張ったプレーがあまりできなくなり、最後にはPKを与え1対2で負けてしまいました。最後ま

で守り切れなかった理由は、普段の生活や部活動での集中力不足などからだと思います。実際

に大会1週間前でもダラダラと練習することがありました。次の大会では、最初から最後まで集中

力を途切らせず、体を張ったプレーをしていきたいと思います。そのために、日々の練習の大切さを

意識して部活動に取り組んでいこうと思います。応援ありがとうございました。

男子バスケットボール部 僕たち男子バスケットボール部は、1日目長者中と対戦し、89

対29で勝利しました。2日目は白山台中と対戦しました。第1ピリオドは12点差でリードしていました

が、第2ピリオドは失敗を恐れ、気持ちの部分で引いてしまい、逆に10点差のリードをされてしまい

ました。後半は自分たちらしいバスケをすることができず、負けてしまいました。今回の結果は、技術

だけでなく気持ちの部分で負けていたと思います。今回足りなかったところを改善し、良かったところ

をさらに伸ばし、1月に控えているウィンターカップではベスト4を目標に頑張ります。2日間応援あり

がとうございました。

女子バスケットボール部 私たちは、1回戦是川中学校と戦い、30対59で敗れました。今

回の大会で様々な課題が見つかりました。オフェンスでは、後半足が止まっていたりミスが増えたり

して、自分たちらしく攻めきれないことがありました。ディフェンスのプレッシャーに負けてしまい、速

攻に持ち込まれることもありました。また、ミスがあったり流れが悪かったりしたときに、チーム内で声

をかけることも少なかったと思います。ディフェンスは練習してきたことを使いチームプレーで相手の

攻撃を防ぐことができました。しかし、ディフェンスリバウンドを取れず、相手にゴール下を決められ

ることが多くありました。これからは、一人一人声をだすことを今以上に意識して練習に取り組んで

いきたいと思います。つらいときや負けているときでも明るいチームを目指していきたいです。もっとデ

ィフェンスを強化して、相手の攻めのリズムを崩し、自分たちの攻撃に素早くもっていくような試合

展開ができるようになりたいです。


